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   "Cepharanthin" was administered at the dosages of 3.0 grams or 6.0 grams daily to 
17 patients, a total of 19 cases, with malignant neoplasm of the urogenital system to 
prevent hematological side effects of therapeutic means for the malignancies. The results 
were satisfactory as follows. "Cepharanthin" administration during anti-tumor treatments, 
either with radiation or chemotherapeutic agents, could prevent leukopenia as well as 
decreases of red cell count and hemoglobin content. Slight nausea and anorexia were 
observed in 2 patients as possible side effects which disappeared after cessation of adminis-
tion. There was no significant difference on the effects between the groups given Cepharn-
thin 3 grams and 6 grams daily.
1緒 言
悪性腫瘍 の治療 に,外 科的手術 の有無 に拘 ら
ず,放 射線療法,並 び に化学療法が必要 欠 くべ
か らざる事は周知 の事実 である.但 し,こ の場
合,副 作用 として,白 血球減少症等 を来 し治療
を止 むな く中断す る場合が少 くない,こ こで,
本症 に射 し有効 な薬剤 が切望 され る.
我 々は今 回かか る副作 用に対 し,Cepharan-
thin(以後Cephと 略す)を 使用 し,認 むべ き
効果 を得 たので報告 す る.
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ており,2で は 全 く変化していない.3,4及 び5
は,何 れも減少をみたが その程度は極めて軽度であ
る.6は 左腎腫瘍で高度の血尿を持続し,既に肺,肝
に転移を認め腎摘出術は 不可能で あつた 症例である
が,本 例でも5,000/mm3を保持している.赤 血球数
については,4,5で は むしろ使用後に 増加してい
る.又血色素量は,4の みが増加した.3,4の 経過
をみると図1,2に 示す如 くで,両 者共,白 血球数
は,COPP4A,5A投与により急激に減少を 示した


































































































使 用 前 使 用 後

















































































































































































































































＼ 一 ぶ一 x例2
例3
IaOO2汐CO3POO《COO50006f'OO7.00V8.CtZl
図3レ 線 照 射 に 対 す る 予 防効 果
例2.M.T.,35才,3左 睾 丸 腫瘍
例3.M.0.,44才,6左 睾 丸腫 瘍
IVCo60照射群
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図5Co6。照射に対する予防効果



































































図7レ 線 照 射+Merphyrin併用 に対 す る予 防 効 果
G・H・52才6陰 茎 癌Merphyrin25mg17AIA/2日













































使 用 前 使 用 後
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血球数,及 び血色素量 に於 て も可成 りの臨床 効
果 が観察 された,小笠原1)はCephを家兎 に使 用
し,Cephは単 に白血 球のみな らず 赤血 球数並
びに血 色素量 に も好影響を認 め得 ると述 べ,山
下2},尾関2}等は,ラッ トを用 いての実 験で,Ceph
は レ線照射時 の白血 球減少症に対 して有効 であ
るが,赤 血球数,血 色素量 には著 明な変化 はな
い と述べ,更 にCobalt-Greenpoleの併用が望
ましい と述べ てい る.我 々の臨床経 験 では,も
白血 球のみで な く赤血球数,血 色素量 に対 して
可成 りの効 果が観察 され この点小笠 原1)の動物
実験 成績 とほぼ一致 した結果 が得 られた.又 副
作 用は2例を除 いて全 例に認め られ ていない.2
例は何 れ も軽 度の食欲不振,嘔 気 を訴 乏,こ れ
は,Cephを 中止 し消化剤 を投 与す る事 によ り
容易 に改善 された.し か し2例 は共 にそ の後制
癌剤 の単 独投 与に よ り,白 血球数 の急激 に著 減
した事 より尾 関3)も述べ てい る如 く血液変化の
予防及 び治療 の 目的には,本 剤 の持続投 与が必
要 である と考 え られ る.又 我 々は,1日3.Og及
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